
（
注　

意
）

平
成
二
十
二
年
度 

和
歌
山
県
立
中
学
校

（
向
陽
中
学
校
）

作　

文
（
十
一
時
十
五
分
〜
十
二
時
）

一　
「
は
じ
め
」
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二　
「
は
じ
め
」
の
合
図
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
、
受
検
番
号
を
こ
の
冊
子
と
原
稿こ
う

用
紙
の
二
か
所

に
記
入
し
な
さ
い
。  

三　

作
文
は
冊
子
の
中
に
あ
る
原
稿
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。 

四　

印
刷
が
悪
く
て
わ
か
ら
な
い
と
き
や
筆
記
用
具
を
落
と
し
た
と
き
な
ど
は
、
だ
ま
っ
て
手
を

挙
げ
な
さ
い
。

五　

時
間
内
に
書
き
終
わ
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
着
席
し
て
い
な
さ
い
。

六　
「
や
め
」
の
合
図
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
書
く
の
を
や
め
、
二
枚
重
ね
て
置
き
な
さ
い
。

受検番号



　
　

次
の
表
は
、
小
学
校
五
年
生
と
そ
の
保
護
者
に
、「
職
業
を
選
ぶ
と
き
に
大
切
だ
と
思
う
こ
と
」

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
回
答
数
の
多
い
順
に
順
位
を
つ
け
た
も
の
で
す
。

一
【
問
い
】　

右
の
表
を
見
て
、
次
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
六
〇
〇
字
程
度
で
作
文
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
　

一　

は
じ
め
に
、
右
の
表
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
か
書
く
こ
と
。

　
　
　
　

二　

 

次
に
、
あ
な
た
自
身
が
将
来
、
職
業
を
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
最
も
大
切
だ
と
思
う
こ
と
を
、

表
の
項
目
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
れ
を
選
ん
だ
理
由
を
交
え
な
が
ら
考
え
を
書
く
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

た
だ
し
、
項
目
は
（　
　

）
内
の
用
語
を
使
う
こ
と
。

職業を選ぶときに大切だと思うこと

項
こう

　　目
もく

（※印には（注）がある。） ５年生 保護者

職場での人間関係がよいこと（人間関係） １位 ３位

世の中のためになること（社会的奉
ほう

仕
し

） ２位 ８位

自分の能力を充
じゅう

分
ぶん

発
はっ

揮
き

できること（自
じ

己
こ

実現） ３位 １位

高い収入が得られること（経
けい

済
ざい

性） ４位 ５位

働くことに意義を感じ、使
※
命感がもてること（義務感・使命感） ５位 ２位

会社や職場に対する誇
ほこ

りがもてること（事業体への定着） ６位 ６位

失業や倒
とう

産
さん

のおそれがないこと（安定性） ７位 ４位

人から指
さし

図
ず

を受けず仕事ができること（独立性） ８位 ７位

世間の評判が高いこと（社会的評価） ９位 10位

働く時間が短く、
※
余
よ

暇
か

が活用できること（余暇） 10位 ９位

（注）使命感 ＝ 与えられたことをやりとげようとする責任感
　　 余　暇 ＝ 自由に使える余った時間

（国立教育政策研究所編『生
しょう

涯
がい

にわたるキャリア発達の形成過程に関する総合的研究報告書⑴』
（平成15～17年度）から作成)


